
学力検査の過去問題 82年 2月実施  ―1― 

問 1 次の計算をしなさい。 

(ｱ) ( )245 +−−−  (ｲ) 
4
3

3
2
−  

 

(ｳ) 2712 +  (ｴ) 
4

32
2

baba −
−

−
 

 

(ｵ) ( ) ( )baab 222 36 −÷  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 1−=x が 022 =++ axx の解であるとき、他の解を求めなさい。 
 

(ｲ) 関数 2axy = において、 xの値が1から3まで増加したとき、 yの値は4増加した。このとき、

aの値を求めなさい。 
 
 
(ｳ) 右図の扇形において、弧 ABの長さを求めなさい。ただ

し、円周率はπとします。 
 
 
(ｴ) 直角三角形の 3 辺の長さが 2,,2 +− aaa であると

き、aの値を求めなさい。 
 
 
(ｵ) 右の図のように、点 O を中心とし、AB を直径とする

半円周上に 2点 C,Dをとり、OC//BD,∠DAB＝24°と
するとき、∠OCAの大きさを求めなさい。 

 
 

問 3 2 つのさいころ A,B を同時に投げて、出る目の数をそれぞれa ,bとする。このとき次の問いに
答えなさい。 

(ｱ) 5=+ ba となる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 5>+ ba となる確率を求めなさい。 
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問 4 右の図において、直線①は x軸、 y軸とそれぞれ(4,0),(0,－2)
で交わり、直線②は x軸、y軸とそれぞれ(1,0)(0,2)で交わっている。

このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 直線①の方程式を求めなさい。 
 
(ｲ) 2 つの直線①,②と x軸によって囲まれた部分(右の図の斜線の

部分)の面積を求めなさい。 
 
 
 
 

問 5 2つの放物線 2xy = と
2

4
1 xy = とがある。右の

図のように
2xy = 上の点A(ただしAの x座標は正と

します)から、x軸、 y軸にそれぞれ垂線 AB,ACをひ

き線分 ABと 2

4
1 xy = との交点を Dとします。この

とき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) AC＝4のとき、点 Dの座標を求めなさい。 
 
(ｲ) AD＝27 のとき、長方形 OBAC の面積を求めな

さい。 
 
 
 
 

問 6 右の図のような 1辺の長さが 4㎝の正三角形を底面とし、高さ
が 3 ㎝(すなわち、AD＝BE＝CF＝3 ㎝)の三角柱がある。ED,EF
の中点をそれぞれ G,Hとするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 三角すい B-GEHの体積を求めなさい。 
 
(ｲ) 台形 AGHCの面積を求めなさい。 
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問 1 次の計算をしなさい。 

(ｱ) 118 −  (ｲ) 
15
2

6
1
+−  

 

(ｳ) 1832 −  (ｴ) 
3

1842 ÷−  

 

(ｵ) 
23

2 baba −
−

+
 (ｶ) ( ) 3242 93 baab ÷−  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 22 4yx − を因数分解しなさい。 

 

(ｲ) 32,32 +−== ba のとき、
2bab − の値を求めなさい。 

 
(ｳ) xは自然数で、 x−4 と x+2 の積が 5であるとき、 xの値を求めなさい。 
 

(ｴ) 関数 24xy −= において、 xの変域が 23 ≦≦x− のとき、 yの変域を求めなさい。 

 
(ｵ) 右の図において、△ABCは円 Oに内接している。CAは円 O

の直径で、OA＝6㎝、∠BCA＝30°であるとき、斜線部分の
面積を求めなさい。ただし円周率はπとします。 

 
 

問 3 右の図は、直線 5+= xy …①， 2
2
1

+−= xy …②

のグラフであり、点 Pは 2直線①,②の交点である。①,②と
x軸との交点をそれぞれ A,Bとし、①と y軸との交点を C

とする。原点を Oとして、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Pの座標を求めなさい。 
 
(ｲ) 図のように点 D を直線①上にとり、三角形 AOC の面

積と四角形OBDCの面積が等しくなるように点Dの x
座標を求めなさい。 
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問 4 Aの袋には 1,2,3,4の数字を壱つずつ書いた 4枚のカードが入っていて、Bの袋には 5,6,7,8,9の
数字を 1 つずつ書いた 5 枚のカードが入っている。A,B の袋からカードを 1 枚ずつ取り出すとき、
次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2枚とも奇数である確率を求めなさい。 
 
(ｲ) A のカードから取り出した数字を一の位に、B の袋から取り出したカードの数字を十の位にし

て 2桁の整数をつくるとき、その整数が 7の倍数になる確率を求めなさい。 
 
 
 
 

問 5 右の図は、∠A＝∠B＝90°、AB＝8㎝、BC＝1㎝、 
DA＝7㎝の台形 ABCDである。点 Pは Aを出発して、この
台形の周上を A B C D Aの順に動いて一周する。点 P
が Aから動いた道のりを x㎝として次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Pが一周したときの xの値を求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Pが辺 AB上で、∠DPC＝90°であったときの xの値を求めなさい。 
 
 
 
 

問 6 右の図で、長方形 ABCDの頂点 A,Dは放物線 2xy = 上に、頂点

B,C は直線 35=y 上にある。点 A の座標を ( )2, aa とするとき、次

の問いに答えなさい。ただし、 350 << a とします。 
(ｱ) 1=a のとき、2点 B,Dを通る直線の式を求めなさい。 
 
 
(ｲ) 長方形 ABCDが正方形となるとき、aの値を求めなさい。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 158 −  (ｲ) ( )1325 −×−  
 

(ｳ) 
7
4

3
1
+−  (ｴ) 2045 +  

 

(ｵ) 
6

1
4

3 −
−

− xx
 (ｶ) baba 3242 ×  

 

(ｷ) ( )( ) ( )2213 −−+− xxx  

 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 872 −− xx を因数分解しなさい。 
 

(ｲ) 関数 2axy = において、 2=x のとき、 8=y である。 3−=x のとき、 yの値を求めなさい。 

 

(ｳ) 2次方程式 0132 =+− xx の解のうち、大きい方をa、小
さい方をbとして、 ba − の値を求めなさい。 

 
 
(ｴ) 右の図のような、底面が直角三角形(∠A＝30°、∠B＝90°、

AB＝3㎝)で、高さが 2㎝である三角柱の体積を求めなさい。 
 
 
 

問 3 1つのさいころを 1回投げて、1の目が出ると 0点、2か 3の目が出ると 1点、4か 5か 6の目
が出ると 2点を得点とするゲームがある。次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 1つのさいころを 2回投げるとき、得点の合計が 1点になる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 1つのさいころを 2回投げるとき、得点の合計が 2点以上になる確率を求めなさい。 
 

2㎝

3㎝

A

B

C

D

E

F

30°

30°

Free



学力検査の過去問題 84年 2月実施  ―6― 

問 4 右の図において、正方形 ABCDの頂点 A,Dは y軸上に、頂点

B は放物線 2xy = 上にあって、A の座標は ( )4,0 である。また、

DCの延長が放物線 2xy = と交わる点を E(ただし、Eの x座標は

正である。)として、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) Eの x座標を求めなさい。 
 

(ｲ) 2点 B,Dを通る直線が放物線 2xy = と交わる点のうち、B以

外の点の座標を求めなさい。 
 
 

問 5 右の図において、△ABC は∠B＝90°、AB＝20 ㎝、
BC＝15 ㎝の直角三角形である。辺 AC 上に点 D をとり、
AD＝13㎝とし、Dを通り ACに垂直な直線が ABと交わる
点を E、CBの延長と交わる点を Fとする。このとき、次の
問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 DEの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) 線分 AFの長さを求めなさい。 
 
 
 

問 6 右の図のように、4点 O(0,0)，A(8,0)，B(6,4)，C(2,4)を
頂点とする台形 OABCがある。いま、ABに平行な直線lの
式を axy +−= 2 として、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 2=a のとき、直線lと OA,OC の交点をそれぞれ D,E
とする。△ODEの面積を求めなさい。 

 
(ｲ) 直線lが台形 OABCの面積を二等分するとき、aの値を

求めなさい。 
 

問 7 右の図において、△ABCは円 Oに内接し、弧 ABの中点 Pを
通り、BCに平行な直線が△ABCと交わる点を Q,R、円 Oと交わ
る点のうち P以外の点を Sとする。AB＝AC，∠BAC＝40°のと

きAS:BCを最も簡単な整数の比で表しなさい。 
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問 1 次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 716 +−  (ｲ) ( )5228 −×+  

(ｳ) 
5
2

7
1
−  (ｴ) 818 +  

(ｵ) 
4

3
2

1 −
−

− xx
 (ｶ) 224 abba ×  

(ｷ) ( ) ( )13 2 −−+ xxx   

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 11122 +− xx を因数分解しなさい。 
 

(ｲ) 関数 23xy = について、 xの値が 2から 4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

 

(ｳ) 関数 2
2
1

+= xy について、 xの変域が 83 ≦≦x− のと

き、この関数の式を満たす x , yの値がともに整数となるの
は何組ありますか。 

 
(ｴ) 右の図において、線分 ABは半径 3㎝の円 Oの弦であり、

点 C,Hは弦 AB上の点である。OC＝2㎝、∠OCH＝60°
で線分 OHが弦 ABに垂直であるとき、弦 ABの長さを求
めなさい。 

 
問 3 右の図は AB＝4㎝，BC＝3㎝の長方形である。点 Pは頂点 Aを、点 Qは頂点 Cを出発点とし
て、それぞれこの長方形の周上を矢印の方向へ、次の規則にしたがって進むものとする。 

大小 2つのさいころを同時に投げるとき、次の問いに答えよ。 
(ｱ) 点 P の到達点と点 Q の到達点とを結ぶ線分 PQ の長さが 3 ㎝とな

る確率を求めよ。 
 
(ｲ) 頂点 Aと点 Pの到達点を結び、さらに頂点 Aと点 Qの到達点とを結ぶとき、∠PAQ＝90°と

なる確率を求めよ。 
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数をそれぞれa ,bとする。このとき点 Pは周上を a㎝，点 Q
は周上をb㎝進むものとする。 
 （たとえば、 a＝5，b＝3 のとき、点 P は周上を 5 ㎝、点
Qは周上を 3㎝進む。） 
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問4 右の図において、x軸上の点 Aの座標は(－1,0)であり、

放物線
2

3
1 xy = 上の点 Bの x座標は 3である。また、2点

A,Bを通る直線が y軸と交わる点を Pとし、点 Pから x軸

に平行な直線をひき、放物線
2

3
1 xy = と交わる点を Q(た

だし、点 Qの x座標は正である。)とする。このとき、次の
問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 A,B間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Qの y座標を求めなさい。 

 
 
 
 

問 5 右の図のように、4点 O(0,0)，A(6,0)， 
B(4,6)，C(0,4)を頂点とする四角形 OABCがあ
る。また、点 Dは x座標が 6より大きい x軸上
の点である。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Aを通り、BCに平行な直線lの式を求

めなさい。 
 
(ｲ) 四角形OABCの面積と三角形CODの面積

が等しいとき、点 Dの座標を求めなさい。 
 
 
 
 

問 6 右の図のように、一辺の長さが 6 ㎝の立方体において、
線分 DGを 3等分する点 M,Nをとり、点 Mから辺 CGに
垂線MLをひいたとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 NGの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) 4点M,E,F,Lを結んでできる台形MEFLの面積を求め

なさい。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 117 +−  (ｲ) ( )7423 −×+−  

(ｳ) 
4
3

3
2
−  (ｴ) 1233 −  

(ｵ) 
2

3
3

12 −
−

+ xx
 (ｶ) 22 32 aba ×  

(ｷ) ( ) ( )( )823 2 −+−− xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 205 2 −x を因数分解しなさい。 
 

(ｲ) 関数 3
3
1

+= xy いついて、 xの変域が 70 ≦≦x であるとき、 yの変域を求めなさい。 

 

(ｳ) 31,33 −=+= ba のとき、 aba +2 の値を求めなさい。 

 
(ｴ) 右の図は、1 辺の長さが 5 ㎝の正方形 ABCD である。点 E,F

はそれぞれ辺 AB,DC 上にあり、EF//AD である。また、点 G
は辺 AD上にあり、AG＝AEである。台形 AEFGの面積が 12
㎝ 2であるとき、線分 AEの長さを求めなさい。 

 
 
 

問 3 右の図において、直線①,②はそれぞ

れ 12,2
2
1

−=+= xyxy のグラフ

である。点 A は直線①と x軸との交点、
点 Bは直線②と y軸との交点、点 Cは直

線①と②との交点である。また、点 Dは
y軸上にあり、 y座標は正である。原点
を Oとして次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 A,B間の距離を求めなさい。 
 
 
(ｲ) OA＝ODのとき、2点 C,Dを通る直線lの式を求めなさい。 
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問 4 右の図において、長方形 ABCDの頂点 A,Bは x軸

上にあり、頂点 C,Dは放物線 2

2
1 xy = 上にある。また、

点 P は放物線 2

2
1 xy = 上にあり、 x座標は負である。

頂点 B,C の x座標が 6 であるとき、次の問いに答えな
さい。 
(ｱ) 点 Dの座標を求めなさい。 
 
(ｲ) △ABCと△PBCの面積の比が 3：2のとき、点 P

の座標を求めなさい。 
 
 

問 5 右の図において、3点 O,A,Bの座標はそれぞれ（0,0），（7,0），（0,7）であり、直線 lは 2点 A,B
を通る。いま、次の規則にしたがって、点 Pを x軸上に、点 Qを y軸上にとることとする。 

 大小 2つのさいころを同時に投げるとき、次の問いに答えよ。 
(ｱ) 2点 P,Qを通る直線が、直線 lに平行となる確率を求めよ。 
 

(ｲ) 3点 O,P,Qを結んでできる△OPQの面積が△OABの面積の
7
1
より小さくなる確率を求めよ。 

 
問 6 右の図は、DE＝4㎝、EF＝3㎝、∠DEF＝90°の直角三角
形 DEFを底面とし、AD＝5㎝を高さとする三角柱である。点 P
が辺 DF上にあり、DP＝4㎝であるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 PCの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) この三角柱を 3 点 A,E,P を通る平面で切ったとき、4 点

A,D,E,Pを頂点とする立体(三角すい)の体積を求めなさい。 
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0）、点 Qの座標を（0，b）として、点 Pを x軸上に、点
Ｑを y軸上にとる。 

（たとえば、a＝3，b＝2のとき、 x軸上に点 P（3，0）
を、 y軸上に点 Q（0，2）をとる。） 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 149 −  (ｲ) ( )4236 −×−  

(ｳ) 
4
1

6
5
+−  (ｴ) abba ÷232  

(ｵ) 
4

1
3

2 +
−

− xx
 (ｶ) 

3
334 −  

(ｷ) ( )( ) ( )2112 +−++ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 方程式 1282 −= xx を解きなさい。 
 

(ｲ) 関数 2xy = について、 xの値が 4− から 1− まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

 
(ｳ) 不等式 ( ) ( )10253 −>− xx を成り立たせる xの値のうち、正の整数をすべて求めなさい。 
 
(ｴ) 縦、横の長さがそれぞれa ,bの長方形を底面とし、高さがcの四

角すいの体積をV とすると、 abcV
3
1

= が成り立つ。このとき、

等式 abcV
3
1

= をcについて解きなさい。 

 
(ｵ) 右の図のように、1 辺の長さが 4 ㎝の正三角形 ABC がある。辺

BCの中点を Dとし、DCの中点を Eとする。点 Eから線分 DA
に平行な直線をひき、辺 BAの延長との交点を Fとするとき、線
分 EFの長さを求めなさい。 

 
問 3  右の図において、直線① ,②はそれぞれ関数

8
5
6,6 −=+= xyxy のグラフである。点 O は原点

であり、点 Aは直線①と x軸との交点、である。また、
点 Bは直線①上にあり、x座標は 2− である。2点 B,O
を通る直線lと直線②との交点を Cとするとき、次の問
いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 A,B間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Cの座標を求めなさい。 
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問 4 右の図において、2点 A,Bは x軸に平行な

直線 lと関数 2xy = のグラフとの交点であり、

点 A の x 座標は 3− である。点 C は関数

2xy = のグラフ上にあり、x座標は 1− である。

また、点 D は線分 BC 上にあり、2 点 A,D を
通る直線mは三角形 ACB の面積を 2 等分し、
x軸と点 E で交わる。原点を O として、次の
問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 B,Oを通る直線の傾きを求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Eの座標を求めなさい。 
 

問5 右の図はBA//CDの台形であり、AB＝1㎝、BC＝5㎝、
CD＝DA＝7 ㎝である。また、2 点 M,N はそれぞれ辺

CD,DAの中点である。 
いま、大小つのさいころを同時に 1回投げるとき、出る

目の数の和をaとする。このとき、点 Pは頂点 Aを出発点
として、この台形の周上を矢印の方向へ a㎝進んで止まる
ものとする。 

(ｱ) 点 Pが頂点 Cに止まる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 頂点 Aと頂点 Pの到達点を結ぶ線分 APと、2点 M,Nを結ぶ線分 MNとが交わる確率を求め

なさい。 
 

問 6 右の図は AB＝6㎝、BC＝4㎝、∠ABC＝90°の直角三角
形 ABCを底面とし、DA＝6㎝を高さとする三角すいである。
点Mは辺 BCの中点で、点Nは辺DB上にあり、DN：NB＝1：2
である。また、点 Hは辺 AB上にあり、線分 NHは底面 ABC
に垂直である。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 DNの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) この三角すいを 3点 N,H,Mを通る平面で切ったとき、切

り口の三角形 NHMの面積を求めなさい。 

l

χ
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A B
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2xy = y
m

1㎝
A(点Pの出発点)B

C D

P

M

N

 たとえば、大きいさいころの目の数が 3，小さいさいころの目の数が 4のとき、目の数の和
は 743 =+=a となるから、点 Pは周上を 7㎝進んで止まる。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )53 −−  (ｲ) ( )6324 −×+  

(ｳ) 
3
1

7
2
+−  (ｴ) ( )abba 32 2 −×  

(ｵ) 
4

12
2

−
−

xx
 (ｶ) 

2
625 −  

(ｷ) ( ) ( )222 2 −++ aaa  

 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 
(ｱ) ( ) 187 −+xx を因数分解しなさい。 
 
 

(ｲ) 関数 2

3
1 xy = について、 xの変域が 60 ≦≦x であるときの yの変域を求めなさい。 

 
 

(ｴ) 2次方程式 632 =+ axx の 1つの解が 2=x であるとき、aの値を求めなさい。 
 
 
(ｵ) 右の図のような、AB＝7㎝、BC＝4㎝の長方形 ABCDがある。点 Eは辺 CD上にあり、CE＝3

㎝である。点 Fは線分 EB上にあり、EF＝EDである。また、点 Gは線分 EA上にあり、GF//AB
である。このとき、線分 GFの長さを求めなさい。 

 
 

問 3 右の図において、点 Aは関数 2xy = のグラフ上に

あり、 x座標は 2である。点 Bは関数 22 +−= xy の

グラフ上にあり、 x座標は 1− である。点 Cは線分 AB
と y軸との交点であり、点 D は関数 22 +−= xy のグ

ラフと y軸との交点である。また、点 P は x軸上にあ
り、 x座標は負である。原点を O として、次の問いに
答えなさい。 
(ｱ) △COAの面積は△CDAの面積の何倍ですか。 
 
(ｲ) AB＝OP のとき、2 点 A,D を通る直線に平行で、

点 Pを通る直線の式を求めなさい。 
χ

O

y

AB
C

D

P

22 +−= xy 2xy =
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問 4 右の図のような、1辺の長さが 15㎝の正方形ABCDがある。
点 E,Fはそれぞれ辺 CD,DA上にあり、CE＝AF＝7㎝である。
点 G は、点 E を通り辺 CB に平行な直線と、点 F を通り辺 AB
に平行な直線との交点である。 
いま、線分 EF上に点 E,Fと重ならない点 Pをとり、Pから辺

ABに垂線 PQをひき、PQと線分 FGとの交点を Rとする。こ
のとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 BGの長さを求めなさい。 
 

(ｲ) △GPQの面積が△GEFの面積の
16
9
のとき、線分 RGの長さを求めなさい。 

 
問 5 右の図のように、AB＝9㎝を直径とする円 Oがあり、直
径 ABを 9等分する点のうち、点 Aから 1㎝離れた点を Cと
する。 
いま、大小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、大き

いさいころの出る目の数をa、小さいさいころの出る目の数
をbとする。このとき、直径 ABを 9等分する点のうち、点
Aからa㎝離れた点を中心として半径b㎝の円 Pをかくもの
とする。 
大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えよ。 

(ｱ) 円 Pが点 Cを通る確率を求めよ。 
 
(ｲ) 円 Pが円 Oと 2点で交わる確率を求めよ。 
 

問 6  右の図のように、底面が台形である四角柱があり、
AB//DC、∠CDA＝90°、AB＝2㎝、CD＝6㎝、DA＝4㎝、

AE＝4 ㎝である。点 P は辺 BC 上にあり、 BCBP
3
1

= で

ある。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 頂点E,Gを結んでできる線分EGの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) この四角柱を頂点 D,Hおよび点 Pの 3点を通る平面で

切ると、2つの立体に分けられる。このうち、三角柱の
体積を求めなさい。 
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たとえば、a＝2、b＝3のとき、直径 ABを 9等分する点のうち、点 Aから 2㎝離れた点を
中心として半径 3㎝の円 P(右の図の点線で示した円)をかくものとする。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 28 +−  (ｲ) ( )7432 −×−  

(ｳ) 
9
4

6
1
−  (ｴ) ( )baba 223 28 −÷  

(ｵ) 
4

43 −
−

xx  (ｶ) 24
3
23
−  

(ｷ) ( )( ) ( )2144 −−−+ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 方程式 ( ) 242 =+xx を解きなさい。 
 

(ｲ) 関数 22xy = について、 xの値が 1− から4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

 

(ｳ) aを正の整数とするとき、 423 << a を成り立たせるaの値を

すべて求めなさい。 
 
(ｴ) 右の図のような、BC＝6 ㎝、CA＝8 ㎝、∠C＝90°の直角三角形

ABCがある。2点 D,Eはそれぞれ辺 BC,CA上にあり、DC＝CEで
ある。△ABDの面積と△EDCの面積が等しいとき、線分 DCの長
さを求めなさい。 

 

問 3 右の図において、2点 A,Bは直線 4
3
4

+= xy が

x軸、 y軸とそれぞれ交わる点である。点 C は点 B

を通り x軸に平行な直線上にあり、その x座標は正で
ある。また、点 Dは x軸上にあり、その x座標は点 A
の x座標より大きい。原点を Oとして、次の問いに答
えなさい。 
(ｱ) 四角形 BAOCが平行四辺形であるとき、点 Cの

座標を求めなさい。 
 
(ｲ) AD＝ABのとき、2点 B,Dを通る直線の式を求めなさい。 
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問 4 右の図において、2 点 A,B は関数 2xy = のグラフ上にあり、

x座標はそれぞれ 1,3 である。点 C は関数 2xy = のグラフ上に

あり、直線 BC は x軸と平行である。2 点 D,E はそれぞれ直線

AC,BCと y軸との交点である。また、点 Pは関数 2xy = のグラ

フ上にあり、 x座標は正である。このとき、次の問いに答えなさ
い。 
(ｱ) 2点 A,C間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) △CAE と△PED の面積の比が 2：1 のとき、点 P の座標を

求めなさい。 
 

問 5 右の図において、直線①，②はそれぞれ xyxy −== , のグラフであ

る。いま、次の法則に従って点 Pを直線①上に、点 Qを直線②上にとるこ
ととする。 
さらに、2点 P,Qからそれぞれ x軸に平行な直線をひき、y軸との交点を
それぞれ R,Sとする。 

大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えよ。 
(ｱ) PR＝2QSとなる確率を求めよ。 
 
(ｲ) x軸、y軸の 1目盛りの長さを㎝とするとき、四角形 RSQPの面積が 18㎝ 2となる確率を求め

よ。 
 

問 6 右の図のような、AB＝6㎝、AD＝8㎝、BF＝4㎝の直
方体がある。2 点 M,N はそれぞれ AD,EH の中点である。
また、2点 P,Qはそれぞれ辺 FG,線分 BG上にあり、PQ//FB
である。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分 BMの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) BQ：QG＝1：3のとき、4点 Q,P,N,Mを結んでできる

四角形 QPNMの面積を求めなさい。 
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[規則] 
大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げるとき、出る目の数をそれぞ
れa，bとする。このとき、aを x座標とする点 Pを直線①上に、bを x
座標とする点 Qを直線②上にとる。 
( たとえば、a＝4，b＝3のとき、右の図のように直線①上に点 P(4,4)、
直線②上に点 Q(3,－3)をとる。) 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 127 −−  (ｲ) ( )9735 −×−  

(ｳ) 
5
2

4
3
+−  (ｴ) ( )22 3

3
1 abab −×  

(ｵ) 
6

52
3

1 −
−

− xx
 (ｶ) 

10
2545 −  

(ｷ) ( )( ) ( )2232 −−++ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 方程式 ( )( ) 0421 =−−+ xx を解きなさい。 
 
(ｲ) 関数 bxy +−= 3 において、xの変域が 32 ≦≦x− のとき、yの変域は 105 ≦≦y− であった。

このとき、bの値を求めなさい。 
 

(ｳ) 13,33 +=−= ba のとき、
22 32 baba −− の値を求めなさい。 

 
(ｴ) 右の図のように、AB＝2㎝、BC＝4㎝の長方形ABCD

と、線分 BCを直径とし線分 ADに点 Eで接する半円
がある。線分 EDの中点を Fとし、線分 BFと半円と
の交点を Gとする。このとき、三角形 GBCの面積を
求めなさい。 

 
 
 

問 3 右の図において、2点A,Bは直線 4
3
4

+−= xy が x軸 y軸

とそれぞれ交わる点である。原点を Oとし、線分 OAを 3等分
する点を原点 Oに近い方から順にそれぞれ C,Dとする。また、
点 Eは、点 Cを通り y軸に平行な直線と直線 ABとの交点であ

り、点 Fは線分 BDと直線 ECとの交点である。このとき、次
の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Cを通り、直線 ABに平行な直線の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Fの座標を求めなさい。 
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問 4  右の図において、2 点 A,B は、直線 2=x が関数

2

2
1 xy = のグラフおよび x軸とそれぞれ交わる点である。

点 Cは、点 Aと点 D ⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛

2
1,0 を通る直線が x軸と交わる点

である。点 Eは y軸上にあり、その y座標は負である。また、
点 F は点 E を通り、 x軸に平行な直線と直線 2=x との交

点である。原点を Oとして、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 A,D間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 四角形 DCEF の面積が三角形 ADB の面積の 2 倍であ

るとき、点 Eの座標を求めなさい。 
 

問 5 右の図のように、長さ 5㎝の線分 ABがある。 
いま、大、小 2つのさいころを同時に 1回投げて、出

る目の数がそれぞれa ,bならば、点 A を中心とする半
径a㎝の半円と、点 B 中心とする半径b㎝の半円を直
線 ABの上側にかくものとする。 
このとき、2つの半円には共有する点がある場合とな

い場合があり、共有する点がある場合にはその点を P
とする。 

大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えよ。 
(ｱ) 共有する点 Pが線分 AB上にある確率を求めよ。 
 
(ｲ) 共有する点 Pと 2点 A,Bを結んでできる三角形が二等辺三角形(正三角形を含む)になる確率を

求めよ。 
 

問 6 右の図は、1辺が 12㎝の立方体の上に、1辺が 8㎝の立
方体をのせた形の 1 つの立体で、正方形 EFGH の対角線

EG,FH はそれぞれ正方形 IJKL の対角線 IK,JL 上にある。
点 M は辺 BC の中点である。いま、この立体を線分 DM を
含み平面 ABCDに垂直な平面で切り、2つの立体に分けたと
き、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 線分MHの長さを求めなさい。 
 
(ｲ) 2 つに分けられた立体のうち、小さい方の体積を求めな

さい。 

χO

y

C

E F

D

B

A

2

2
1

xy =2=x

A B

P

5㎝

5㎝

3㎝

1㎝

a㎝

b㎝

A B

 たとえば、a＝3，b＝1のとき、右の図のように点 Aを中心とする半径 3㎝の半
円と、点 Bを中心とする半径 1㎝の半円をかく。この場合は共有する点 Pがない。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )46 −−  (ｲ) ( )5248 −×−  

(ｳ) 
3
1

5
2
−−  (ｴ) ( )baba 232 39 −÷  

(ｵ) 
8

13
2

3 −
−

+ xx
 (ｶ) 

2
6848 +  

(ｷ) ( ) ( )2123 −−− xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( )( ) 444 +−−+ xxx を因数分解しなさい。 

(ｲ) 関数 23xy = について、 xの値が 1から 4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 
(ｳ) 右の図のように、BC＝8㎝、AC＝12㎝、∠C＝90°の直角三角形 ABC

がある。辺 BCの中点を D、線分 BDの中点を Eとし、2点 D,Eから
それぞれ辺 ACに平行な直線をひき、これらの直線と辺 ABとの交点を
それぞれ F,Gとする。また、線分 GCと線分 FDとの交点を Hとする。
このとき、線分 FHの長さを求めなさい。 

 
問 3  右の図において、4 点 O,A,B,C の座標は、それぞれ

O(0,0),A(3,0),B(0,2),C(3,2)である。2 点 D,E は、それぞれ線分
OA,BC上にあり、OD：DA＝1：2，BE：EC＝2：1である。線
分 OC と線分 AE との交点を F とするとき、次の問いに答えな
さい。 
(ｱ) 2点 B,Dを通る直線の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 点 Fの座標を求めなさい。 
 

問 4 右の図のように、AB＝20㎝、AD＝30㎝の長方形 ABCDが
ある。点 Pは、辺 AB上を Aから Bまで毎秒 2㎝の速さで動き、
点 Qは、線分 BC上を Cから Bまで毎秒 3㎝の速さで動くもの
とする。点 Pから辺 CDにひいた垂線と、点 Qから辺 ADにひ
いた垂線との交点を Rとする。 
いま、2点 P,Qがそれぞれ点 A,Cから同時に出発するとき、次

の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2秒後の三角形 APRの面積と三角形 CQRの面積の和を求めなさい。 
 
(ｲ) 三角形 APRの面積と三角形 CQRの面積の和が 150㎝ 2になるのは、出発してから何秒後です

か。 
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問 5 右の図のように、関数 2xy = のグラフと 2 直線 1−=x …①、

2=x …②とが交わる点をそれぞれ A,Bとする。点 Bと原点 Oを通る

直線と直線①との交点を Cとし、点 Cを通り x軸に平行な直線と直線
②との交点を Dとする。また、点 Eは、直線①上にあって点 Aより上

方にある点である。このとき、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 2点 A,B間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 台形 ACDBの面積と三角形 BEAの面積の比が 2：1のとき、点 E

の y座標を求めなさい。 

 
 

問 6 右の図のように、正六角形を 6つの合同な正三角形に分けた図形があり、それぞれの三角形には
1から 6までの数字が書かれている。いま、大、小 2つのさいころを同時に 1回投げて、出た目の数
によって次のように三角形を塗りつぶす。 

 大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えよ。 
(ｱ) 数字 1と数字 2の三角形、数字 5と数字 6の三角形の組み合わせのように、

塗りつぶされた図形がひし形となる確率を求めよ。 
 
(ｲ) 数字 1の三角形が塗りつぶされない確率を求めよ。 
 
 

問 7 右の図のように、底面が直角二等辺三角形の三角柱があ
り、DE＝EF＝4 ㎝、∠DEF＝90°で、高さ AD＝8 ㎝であ
る。辺 BEの中点を Pとし、線分 BFと線分 CPとの交点を
Q、線分 BDと線分 APとの交点を Rとする。この三角柱を
3点 A,P,Cを通る平面で切るとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) このときできる三角すい PBCAの体積を求めなさい。 
 
(ｲ) 3点 P,Q,Rを結んでできる三角形 PQRの面積を求めな

さい。 
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[塗りつぶす方法] 
① 出た目の数が異なるとき 
  出た目の数と同じ数字の三角形を塗りつぶす。 
② 出た目の数が等しいとき 
  出た目の数と同じ数字の三角形、およびその三角形の両隣の三角形を塗りつぶす。 

A

B

C

D

E

F

P

QR8㎝

4㎝ 4㎝

Free
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 69 +−  (ｲ) ( )4352 −×−  

(ｳ) 
6
5

4
3
−  (ｴ) ( )222 28 abba −÷  

(ｵ) 
9

12
3

2 −
−

+ xx
 (ｶ) 

3
627 −  

(ｷ) ( ) ( )( )312 2 +−−+ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) ( )xxx −+− 343 を因数分解しなさい。 

(ｲ) 連立方程式
⎩
⎨
⎧

=−
=+

102
123

yx
yx

を解きなさい。 

(ｳ) yは xの 2乗に比例し、 2=x のとき 16=y である。 3−=x のとき、 yの値を求めなさい。 
 

(ｵ) 2次方程式 032 =−+ aaxx の 1つの解が 2のとき、もう 1つの解を求めなさい。 
 

問 3 右の図のように、直径 AB＝20 ㎝の円 O がある。点 P は、
直径 AB上を Aから Bまで毎秒 2㎝の速さで動き、線分 AP,PB
をそれぞれ直径とする 2つの円をかいていくものとする。 
いま、点 Pが Aから Bに向かって出発するとき、次の問いに

答えなさい。ただし、円周率はπとする。 
(ｱ) 出発してから 2秒後の、斜線で示した部分の面積を求めな

さい。 
 
(ｲ) 斜線で示した部分の面積が 42π㎝ 2になるのは何秒後かを答えなさい。 
 

問 4 右の図において、曲線①は、関数 2

3
1 xy = のグラフ

であり、曲線②は、x軸について曲線①と対称なグラフで
ある。点 A は曲線①上にあり、その x座標は 2− である。

また、2点 B,Cは、それぞれ x軸, y軸について点 Aと対
称な点である。直線 xy −= と線分 ACとの交点を Dとす
るとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 B,Cを通る直線の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 三角形 ABCの面積と三角形 OCDの面積の比を、最

も簡単な整数の比で表しなさい。 

A B
P

O

χ
O

y ①

②

A

B

C
D

xy −=

Free
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問 5 右の図のような階段があり、(あ)の位置には A さんが、(き)の位置
には Bさんがいる。2人がさいころを 1回ずつ投げて、それぞれ自分の
さいころの出た目の数だけ、Aさんは階段を上がり、Bさんは階段を下
りるものとする。 

いま、A さん、B さんの 2 人が、それぞれ 1 回ずつ自分のさいころを投げるとき、次の問いに答
えなさい。 
(ｱ) 2人が同じ位置に移動する確率を求めなさい。 
 
 
(ｲ) Aさんの位置が Bさんの位置より上になる確率を求めなさい。 
 
 
 
 
 

問 6 右の図のように、円柱を、底面の直径を含み、底面に垂直な平
面で半分に切って分けた立体があり、底面の直径 CD＝10㎝、高さ
BD＝9㎝である。2点O,Pは、それぞれ直径AB,CDの中点である。
点 Eは線分 OB上にあり、OE＝4㎝である。また、2点 F,Gは弧
AB上にあり、EF⊥AB,FG//BAである。 
線分 CEと線分 OPとの交点を Hとするとき、次の問いに答えな

さい。 
(ｱ) 2点 G,P間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 4点 H,O,E,Gを結んでできる立体の体積を求めなさい。 
 
 
 

(あ)

(い)

(う )

(え)

(お)

(か)

(き)

A

B

(例) 
 A さんの投げたさいころの出た目の数が 2，B さんの投げたさ
いころの出た目の数が 3のとき、Aさんは(う)の位置に、Bさんは
(え)の位置に、それぞれ移動する。 

9㎝

10㎝

A

O

B

E

F

G

H

P

C

D

Free
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )25 −−  (ｲ) ( )5327 −×+−  

(ｳ) 
7
3

5
2
−  (ｴ) ( )22 2

2
1 aa −×  

(ｵ) 
6

35
2

1 −
+

+ xx
 (ｶ) 18

2
4

+  

(ｷ) ( )( ) ( )2112 −−+− xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 842 2 −−+ xx を因数分解しなさい。 

 

(ｴ) 関数 2axy = について、 xの値が 1から 3まで増加するときの変化の割合が 8である。このと

き、aの値を求めなさい。 

 

 
(ｵ ) 右の図の平行四辺形 ABCD において、辺 AB 上に

AE：EB＝1：2となるように点 Eをとり、点 Eから辺 AD

に平行な直線をひき、辺 CD との交点を F とする。対角線

ACと線分 EF、線分 BFとの交点をそれぞれ G,Hとすると

き、線分 GH と線分 HC の長さの比を、最も簡単な整数の

比で表しなさい。 

 
問 3 右の図において、点 Oは原点で、2点 A,Bの座標は
それぞれ A(－1，0)，B(0，2)である。直線①の式は

62 +−= xy であり、点 Cは、直線①と y軸との交点で
ある。また、点 Dは、点 Bを通り x軸に平行な直線と直
線①との交点である。さらに、点 Eは、2点 A,Cを通る
直線と、2点 O,Dを通る直線との交点である。このとき、
次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Bを通り、直線①に平行な直線②の式を求めなさ

い。 
 
(ｲ) 点 Eの座標を求めなさい。 

A

B C

D

E F
G

H

χ

y

①②

A

B

C

D

E

62 +−= xy

O
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問 4 右の図において、曲線①，曲線②は、いずれも yが
xの 2乗に比例する関数のグラフであり、曲線①の式

は
2

4
1 xy = である。3点 A,B,Cは、それぞれ x軸上、

曲線①上、曲線②上の点で、それらの x座標はいずれ
も 4− であり、AC＝2AB である。また、点 D は点 B
を通り x軸上に平行な直線と曲線①との交点であり、
点 Eは、線分 CDと y軸との交点である。さらに、曲
線①上に x座標が正であるような点 F をとり、線分
CFと y軸との交点を Gとする。このとき、次の問い
に答えなさい。 
(ｱ) 曲線②の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 三角形 CEGと三角形 EFGの面積の比が 1：2で

あるとき、2点 D,F間の距離を求めなさい。 
 
 
 
 

問 5 右の図のように 1から 7までの数字が 1つずつ書かれた
7 枚のカードが、左から順に 1 から 7 まで横一列に並んでい
る。いま、大、小 2つのさいころを同時に 1回投げて、出た
目の数によって、図のように並んでいるカードを次の方法で互いに交換するものとする。 

大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げ、図のように並んでいるカードを、上に示した方法でな
らべかえ、カードに書かれた数字を左から順に百万の位、十万の位、……、一の位として 7 桁の整
数をつくるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) その整数が偶数になる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) その整数が 1500000以上の数になる確率を求めなさい。 
 

χO

y ② ①
2

4
1

xy =

A

B

C

D

E

F

G

 1   2   3   4   5   6   7  

カードを交換する方法 
① 出た目の数が異なるとき 
出た目の数と同じ数字が書かれたカー

ドを互いに交換する。 
(例) 出た目の数が、1 つが 2 で、もうひ

とつが 4 であるとき、次のようにな
る。 

 
1 2 3 4 5 6 7  1 4  3 2  5 6 7 

② 出た目の数が等しいとき 
出た目の数と同じ数字が書かれたカー

ドと７が書かれたカードを互いに交換す

る。 
(例) 出た目の数が、2 つとも 3 であると

き、次のようになる。 
 

1 2 3 4 5 6 7  1 2 7  4 5 6 3  

Free
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問 6 右の図のように、AB＝4 ㎝、AD＝12 ㎝の
長方形 ABCD を底面とし、高さ BF＝9 ㎝の直
方体から、ID＝9㎝の長方形 IJCDを底面とし、
高さ DK＝6 ㎝の直方体を取り除いた立体があ
る。この立体を底面の対角線 FH を含み、底面
EFGH に垂直な平面で切り、2 つの立体に分け
たとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 F,K間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 2 つに分けられた立体のうち、頂点 J を含

む立体の体積を求めなさい。 
 
 
 

4㎝

12㎝
9㎝

6㎝

9㎝

A

B C

D

E

F G

H

I

J

K
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 413 −−  (ｲ) ( )4123 −×−  

(ｳ) 
3
2

4
1
+−  (ｴ) ( )23 318 aa −÷  

(ｵ) 
4

5
2

43 −
−

− xx
 (ｶ) 

5
1520 −  

(ｷ) ( ) ( )( )221 2 −+−+ xxx  

 
 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) ( )2332 +−+ xxx を因数分解しなさい。 

 
 

(ｴ) 関数 2

2
1 xy = について、 xの変域が 24 ≦≦x− のとき、 yの変域を求めなさい。 

 
 
(ｵ) 右の図のように、中心角が 60°のおうぎ形 OABに、半径が

2㎝の円が内接している。円周率をπとして、このおうぎ形の

弧ABの長さを求めなさい。 
 
 
 

問 3 右の図において、直線①は、関数 122 +−= xy のグラフであ

り、曲線②は、 yが xの 2 乗に比例する関数のグラフであ

る。点 A は直線①と曲線②の交点で、その x座標は 3 であ
る。点 Bは直線①と y軸との交点である。また、点 Cは曲

線②上の点で、線分 ACは x軸と平行である。さらに、点 D
は x軸上の点で、線分 ADは y軸と平行である。このとき、
次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 B,Dを通る直線の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 曲線②の式を求めなさい。 
 
(ｳ) 点 Cの座標を求めなさい。 

χO

y

B

AC

D

① 122 +−= xy

②

2㎝

O

A B

60°

Free
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問 4 右の図のように、1辺が 20㎝の正方形 ABCDがある。いま、点
Pが毎秒 2㎝の速さで、辺 AD上を Aから Dに向かって動くとき、
点 Pから辺 BCに垂線をひき、辺 BC、対角線 ACとの交点をそれぞ
れ Q,Rとする。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Pが点 Aを出発してから 2秒後の、台形 ABQRの面積を求

めなさい。 
 
(ｲ) 台形 ABQR の面積が 168 ㎝ 2になるのは、点 P が点 A を出発

してから何秒後かを答えなさい。 
 

問 5 右の図のように 1辺が 3㎝の正五角形 ABCDEの頂点 Aの位
置に 2点 P,Qがある。2点 P,Qは次の規則にしたがって、正五角
形 ABCDの頂点を移動する。 

大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 P,Qが同じ位置に動く確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 3点 A,P,Qによって、2辺の長さが 3㎝の二等辺三角形ができる確率を求めなさい。 
 

問 6 右の図は、1 辺の長さが 12 ㎝の正方形 ABCD を底面と
し、2 辺の長さは 11 ㎝の二等辺三角形 EBA，FCB，GDC，
HAD を側面とする四角すいの展開図である。また、2 点 P，
Q は、それぞれ辺 AE，CG 上の点で、AP：PE＝1：2，
CQ：QG＝1：2である。このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) この四角すいの体積を求めなさい。 
 
(ｲ) この四角すいの 2点 P，Q間の距離を求めなさい。 
 

A

B C

DP

R

Q

20㎝

3㎝

A
P
Q

B

C D

E規則 
大、小 2つのさいころを同時に 1回投げ、点 Pは大きいさ

いころの出た目の数だけ、点 Q は小さいさいころの出た目の
数だけ、それぞれ左回り(矢印の方向)に、正五角形 ABCDEの
頂点を移動する。 
たとえば、大きいさいころの出た目の数が 2，小さいさいこ

ろの出た目の数が 4のとき、点 Pは頂点を 2つ移動して、頂
点 Cの位置に動き、点 Qは頂点を 4つ移動して、頂点 Eの位
置に動く。 

A

B C

D

E

F

G

H

P

Q

12㎝

11㎝

Free
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )37 −−−  (ｲ) ( )5249 −×+−  

(ｳ) 
2
1

5
3
−  (ｴ) ( ) 223 aba ×−  

(ｵ) 
3

4
6

43 +
−

+ xx
 (ｶ) 27

3
18

+  

(ｷ) ( ) ( )44 2 −−+ xxx  

 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 253 2 −−x を因数分解しなさい。 

 
 
(ｴ) 252 に自然数aをかけて、その結果の数がある整数の 2 乗になるようにしたい。このような自

然数aのうちで、最も小さいものを求めなさい。 
 
 

(ｵ) 関数 2

2
1 xy −= について、 xの値が 2から 4まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

 
 

問 3 右の図において、曲線①は、 yが xの 2 乗に比例
する関数のグラフである。2点 A，Bはともに曲線①上
の点であり、点 Aの座標は(－2，3)で、線分 ABは x軸
に平行である。 
また、点 C は線分 AB と y軸との交点であり、原点

を Oとするとき、点 Dは OC＝ODを満たす x軸上の
点で、その x座標は負である。このとき、次の問いに
答えなさい。 
(ｱ) 曲線①の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 直線 OAの式を求めなさい。 
 
(ｳ) 2直線 OB，DCの交点 Eの座標を求めなさい。 
 

A B
C

D O χ

①

Free
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問 4  ある品物を同じ大きさの箱に、同じ数ずつ詰め、いくつかの「箱詰め」をつくる。そして、「箱

詰め」の数が 1 つの箱に詰められている品物の数と等しくなったら、それらの「箱詰め」をさらに
大きな箱に入れ、「大きな箱詰め」を作ることにする。 

 箱の大きさを変え、このような「箱詰め」を作るとき、次の問いに答えなさい。ただし、小さな箱

に詰める品物の個数は 2個以上とします。 
(ｱ) 小さな箱に詰める品物の数を 5 個にしたら、「大きな箱詰め」が 3 つと、「小さな箱詰め」が 2

つでき、品物が 3個余った。品物は全部で何個あったのかを答えなさい。 
 
(ｲ) 198 個の品物を箱に詰めるとき、「大きな箱詰め」が 2 つと、「小さな箱詰め」が 4 つでき、余

りがでないようにするためには、小さな箱に詰める品物の個数をいくつにすればよいのかを答え

なさい。 
 

問 5 ボタンを押すたびに色の異なる電球が点灯する装置 A,Bがある。Aは青、赤の順にくり返して電
球が点灯し、Bは青、黄、赤の順にくり返して電球が点灯する。 

A,B ともに青の電球が点灯しているとき、大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げ、大きいさい
ころの出た目の数と同じ回数だけ Aのボタンを、小さいさいころの出た目の数と同じ回数だけ Bの
ボタンを押すことにする。 

 いま、A,B ともに青の電球が点灯している状態で、大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げると
き、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) A,Bともに赤の電球が点灯する確率を求めなさい。 
 
(ｲ) A,Bに異なる色の電球が点灯する確率を求めなさい。 

品物 小さな箱詰め 大きな箱詰め

例 下の図は、ある数の品物を小さな箱に 5個ずつ詰めたとき、「小さな箱詰め」を 5つ入れた

「大きな箱詰め」が 1つと、「小さな箱詰め」が 1つでき、品物が 4個余った状態を示したもの

である。 

(例) 
大きいさいころの出た目の数が 2，小さいさいころの出た目の数が 4のとき、 

  

A： 青 赤 青 B： 青 黄 赤 青 黄
1回目 2回目 1回目 2回目 3回目 4回目

 
 となり、Aは青の電球が点灯し、Bは黄の電球が点灯する。 

Free
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問 6 正四面体 ABCDの頂点 Aに集まる 3つの辺 AB，
AC，ADの中点をそれぞれ P，Q，Rとし、3点 P，Q，
Rを通る平面でこの正四面体を切る。 
同じようにこの正四面体を、頂点 Bに集まる 3つの
辺の中点を通る平面で切り、さらに、頂点 C，D にそ
れぞれ集まる 3つの辺の中点を通る平面で切る。 
このとき、頂点 A，B，C，Dを含む部分をすべて取
り除いてできる立体について、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) この立体の体積は、もとの正四面体 ABCDの体積

の何分のいくつになるかを、最も簡単な分数で答

えなさい。 
 
(ｲ) もとの正四面体ABCDの 1辺の長さを 8㎝とする

とき、この立体の表面積を求めなさい。 
 
 

A

B

C

D

P

Q

R

Free



学力検査の過去問題 96年 2月実施  ―31― 

問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 915 +−  (ｲ) ( )3145 −×−  
 

(ｳ) 
5
2

6
1
+−  (ｴ) 232 28 abba ÷  

 

(ｵ) 
2

1
4

12 −
−

− xx
 (ｶ) 

2
818 −  

 

(ｷ) ( ) ( )2323 +−+ xxx  

 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 
(ｱ) ( )( ) 4242 ++−+ xxx を因数分解しなさい。 
 
 

(ｲ) 2次方程式 ( ) 0532 2 =−−x を解きなさい。 

 
 

(ｴ) xの値が 1から 3まで増加するとき、2つの関数 2axy = と xy 2= の変化の割合が等しくなる

ようなaの値を求めなさい。 
 
 

問 3 右の図において、曲線①は yが xの 2 乗に比例する関数の
グラフである。2点 A，Bはともに曲線①上にあり、点 B の座
標は(2，5)で、線分 ABは x軸に平行である。 
また、直線②は点 Bを通り傾きが 1である。直線③は点 Aを

通り直線②に平行であり、直線④は原点 Oと点 Aを通る。この
とき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 曲線①の式を求めなさい。 
 
(ｲ) 直線③の式を求めなさい。 
 
(ｳ) 2直線②，④の交点 Cの座標を求めなさい。 

A B

C

O χ

y
①

②

③

④
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1 2

3 4 5

6

問4 コインを入れてボタンを押すと何枚かのコインが出てくる装置と、大・小2種類のコインがある。
この装置に入れるコインと、ボタンを押して出てくるコインの関係は次のようになっている。 

 いま、「この装置に、1回目には大・小のコインを 1枚ずつ入れて、ボタンを押してコインを出す。
2 回目には 1 回目に出てきたコインをすべて入れて、ボタンを押してコインを出す。」という作業を
行うとき、次の問いに答えなさい。ただし、aは正の整数とします。 
(ｱ) 3=a としてこの作業を行ったとき、2回目に出てくる小さいコインの枚数を求めなさい。 
 
 
 
(ｲ) この作業で、2 回目に出てくる小さいコインの枚数が 100 枚になるようにするには、aの値を

いくらに定めればよいのかを答えなさい。 
 
 
 

問 5 表には 1から 9までのそれぞれの数字が書かれ、裏は黒く塗られた 9枚の正方形のカードがある。
この 9 枚のカードをたて横 3 枚ずつ表にして並べ、7，8，9 のカードは最初から裏返しておく
ものとする。 
大、小つのさいころを同時に 1 回投げて、出た目の数によって表になっているカードを次の方法

で裏返すことにする。 

 いま、カードが右の図のように並べられている状態で、大、小 2つの
さいころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 表になっている 6枚のカードのうち、3 のカード 1枚だけが裏返し

になる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 裏返しになったカードが、たて、横、対角線の方向のいずれかに 3

枚並ぶ確率を求めなさい。 

 大きいコイン 1枚につき、大きいコインa枚と小さいコインが a2 枚出てくる。 
 小さいコイン 1枚につき、小さいコインだけが 2枚出てくる。 

カードを裏返す方法 
① 出た目の数が異なるとき 

出た目の数のうち、小さい数と同じ数

字のカードを 1枚だけ裏返す。 
 

(例) 出た目の数が 2と 5のとき、2 のカ
ードを裏返す。 

② 出た目の数が同じとき 
出た目の数と同じ数字のカードと、7か
ら出た目の数を引いた数と同じ数字のカ

ードの 2枚を裏返す。 
(例) 出た目の数が両方とも 1のとき、1

のカードと6 のカードを裏返す。 
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問 6 右の図は、三角柱をある平面で切断し、上側の部分を取

り除いた立体の投影図である。 
立面図(正面から見た図)の長方形において、縦の長さは 4

㎝であり、平面図(真上から見た図)の直角三角形において、
直角をはさむ 2辺の長さは 3㎝と 4㎝である。 
この立体について、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 切り口の三角形の 3 辺のうち、最も長い辺の長さを求
めなさい。 

 
(ｲ) 体積を求めなさい。 
 
 
 
 
 

4㎝

3㎝4㎝

立

面

図

平

面

図
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )48 −−  (ｲ) ( )7532 −×+  
 

(ｳ) 
5
4

3
1
−  (ｴ) abba 312 3 ÷  

 

(ｵ) 
6

34
2

23 −
−

− xx
 (ｶ) 

3
912 +  

 

(ｷ) ( ) ( )( )512 2 −+++ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 632 2 −+− xx を因数分解しなさい。 

 
 

(ｴ) 関数 2xy −= について、xの変域が 21 ≦≦x− のとき、yの変域は bya ≦≦ である。a，bの

値を求めなさい。 
 
 

(ｵ) 534 << a を満たす正の整数aの値をすべて求めなさい。 

 
 

問 3 右の図において、直線①は関数 43 +−= xy のグ

ラフであり、曲線②は関数
2axy = のグラフである。 

点 Aは直線①と y軸との交点であり、2点 B，Cは、
点 A を通り x軸に平行な直線と曲線②との交点であ
る。点 D は、点 B を通り y軸に平行な直線と x軸と
の交点で、その座標は(－3，0)である。原点を Oとす
るとき、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 曲線②の式 2axy = のaの値を求めなさい。 

 
(ｲ) 直線 CDの式を nmxy += とするとき、m，n

の値を求めなさい。 
 
(ｳ) 直線①と直線OBとの交点Eの座標を求めなさい。 

AB C

D O
χ

y①

②

E
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問 4 右の図は、AB＝4㎝、AD＝3㎝、AE＝6㎝の直方体である。
辺 EFの中点をMとするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 C，M間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 2点 A，Cを通る色々な平面でこの立方体を切るとき、切り

口とならない図形を次の中からすべて選び、その番号を書き

なさい。 
1．正方形  2．長方形 
3．台形  4．正三角形 
5．二等辺三角形 6．どの辺も等しくない三角形 

 
(ｳ) 3点 A，C，Mを通る平面でこの直方体を切り、2つの立体に分けるとき、頂点 Bを含む方の立

体の体積を求めなさい。 
 

問 5 縦、横の長さが異なる長方形の紙から、次のような作業①、作業②の順で正方形の紙を切り取る

ことにする。 
作業①：長方形の短い方の辺を 1辺とする正方形を、端からできるだけ多く切り取る。 
作業②：作業①により、長方形が残った場合には、残った長方形の短い方の辺を 1 辺とする

正方形をできるだけ多く切り取る。 
(例) 
 縦が 5㎝、横が 17㎝の長方形の場合には、
右の図のように作業①により、1辺が 5㎝の正
方形を 3枚切り取ることができ、残った長方形
から作業②により、1辺が 2㎝の正方形を 2枚
切り取ることができる。その結果、2辺が 2㎝
と 1㎝の長方形が残る。 

 
 このとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 縦が 13㎝、横が 31㎝の長方形の紙から、作業①，作業②により、大小 2種類の正方形を切り

取るとき、残る長方形の面積を求めなさい。 
 
(ｲ) 縦が 10㎝、横が縦より長い長方形の紙について、作業①，作業②を行った結果、大きい正方形

が 1枚、小さい正方形が 2枚でき、残った長方形の面積が 8㎝ 2となった。もとの長方形の横の

長さを求めなさい。 
 
 

3㎝

4㎝

6㎝

A B

C
D

E F

G
H

M

5㎝

5㎝ 5㎝ 5㎝ 2㎝

2㎝

2㎝

1㎝

17㎝
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問 6 片方の面が白で、もう一方の面が黒のカードが 8枚あり、8面とも黒の面を出して横一列に並べ
られている。大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げて、出た目の数によってカードを次の方法で
裏返すことにする。 
 

 
【カードを裏返す方法】 
最初に、大きいさいころの出た目の数と同じ枚数のカードを左側から順に 1 枚ずつ裏返し、
次に、小さいさいころの出た目の数と同じ枚数のカードを右側から順に 1枚ずつ裏返す。 
(例) 
 大きいさいころの出た目の数が 5，小さいさいころの出た目の数が 6 のときには、次のよう
になる。 
はじめは、8枚のカードはすべて黒の面を出して横一列に並べられている。 

あ あ あ あ あ あ あ あ 
最初に、左側から順に 1枚ずつ 5枚のカードを裏返す。 

あ あ あ あ あ あ あ あ 

444 3444 21
枚5

 

次に、右側から順に 1枚ずつ 6枚のカードを裏返す。 
あ あ あ あ あ あ あ あ 

4444 34444 21
枚6

 

 
いま、8枚のカードがすべて黒の面を出して横一列に並べられている状態で、大、小 2つのさいこ

ろを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 8枚のカードがすべて白の面となる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 左から 3枚目のカードが白の面となる確率を求めなさい。 
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) 413 +−  (ｲ) ( )6435 −×−  
 

(ｲ) 
3
2

7
4
−  (ｴ) ( )baba 223 214 −÷  

 

(ｵ) 
8

15
4

23 −
−

− xx
 (ｶ) 32

2
14

−  

 

(ｷ) ( ) ( )212 −−+ xxx  

 
問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( )( ) 2231 +−−− xxx  
 
 

(ｴ) xの値が－3から－1まで増加するとき、2つの関数 axy = と
2xy = の変化の割合が等しくな

るようなaの値を求めなさい。 
 
 
(ｵ) 右の図の平行四辺形 ABCDにおいて、2辺 CD，ADの中

点をそれぞれ E，Fとし、線分 AEと線分 BFの交点を G
とする。このとき、三角形 EFGと三角形 BCEの面積の
比を、最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 
 
 

問 3 右の図において、直線①は関数 2+= xy の

グラフであり、曲線②は関数
2axy = のグラフで

ある。 

点 Aは直線①と曲線②との交点で、その x座標
は3である。点 Bは曲線②上の点で、線分 ABは

x軸と平行である。また、点 Cは直線①上の点で

線分 BCは y軸と平行である。 

原点を Oとするとき、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) 曲線②の式 2axy = のaの値を求めなさい。 

A

B C

D

E

F

G

χO

y ②

①

AB

C

D

E
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(ｲ) 直線①と直線 OBとの交点 Dの座標を求めなさい。 

 

 
(ｳ) 線分 BC上に点 Eをとり、三角形 ABEと三角形 ACEの面積が等しくなるようにする。このと

き、直線 AEの式を nmxy += として、m , nの値を求めなさい。 

 

 
問 4 情報を伝達するためのシステムを作ることになった。 

施設として、発信所を 1 カ所、中継所と受信所はどちらも何カ所か作り、情報を、発信所から中
継所、中継所から受信所へと、それぞれ結ぶ回線を通じて順に伝達する。 
回線の結び方は、次の①～④をすべて満たす方法とする。 
 
① 発信所からどの中継所へも、それぞれ 1 本の回線で結ぶ。中継所どうしは回線で結ばな
い。 

② どの中継所からも、それぞれ何カ所かへの受信所へ 1 本ずつの回線で結ぶ。受信所どう
しは回線で結ばない。 

③ 1カ所の受信所へは、1カ所の中継所のみから回線で結ぶ。また、中継所と結ばれていな
い受信所はないものとする。 

④ 発信所から出る回線の本数と、1カ所の中継所から出る回線の本数はすべて等しいものと
する。 

 
(例) 
発信所から 2 本の回線が出ていることにすると、中継所

は 2 カ所になる。それぞれの中継所から 2 本ずつの回線が
出ることとなり、受信所は合計 4カ所となる。 
したがって、発信所、中継所、受信所の 3 種類の施設は
全部で合計 7カ所となる。 

 
このような方法で発信所、中継所、受信所の 3 種類の施設を作ることにするとき、次の問いに答
えなさい。 
 
(ｱ) 発信所から 3 本の回線がでることにすると、発信所、中継所、受信所の 3 種類の施設は合計何

カ所となるか、その数を答えなさい。 
 
 
(ｲ) 発信所、中継所、受信所の 3種類の施設が全部で合計 57カ所とすると、発信所からでる回線の

本数は何本とすればよいか、その数を答えなさい。 

発信所 中継所 受信所
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問 5 2つの箱 A，Bがあり、箱 Aには黒石だけが 6個、箱 Bには白石だけが 8個入っている。大、
小 2つのさいころを同時に 1回投げ、大きいさいころの出た目の数と同じ個数の黒石を箱 Aから取
り出して箱 Bに入れ、小さいさいころの出た目の数と同じ個数の白石を箱 Bから取り出して箱 Aに
入れることにする。 

いま、箱 Aには黒石だけが 6個、箱 Bには白石だけが 8個入っている状態で、大、小 2つのさい
ころを同時に 1回投げるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 箱 Aに黒石と白石の両方が入っていて、その個数が合計 5個となる確率を求めなさい。 
 
 
(ｲ) 箱 Bの石について、黒石の個数が白石の個数よりも多くなる確率を求めなさい。 
 
 
 
 
 

問 6 右の図は、AC＝5 ㎝、BC＝6 ㎝、∠ACB＝90°の直角
三角形 ABCを底面とし、DC＝8㎝を高さとする三角すいで
ある。 

2辺 AD，BDの中点をそれぞれ P，Qとするとき、次の問
いに答えなさい。 
(ｱ) 2点 A，Q間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 3 点 P，Q，C を通る平面でこの立体を切り、2 つの立

体に分けるとき、頂点 Aを含む方の立体の体積を求めな
さい。 

 

 

A

A

B

B

(例) 
大きいさいころの出た目の数が 2 で、小さいさいこ

ろの出た目の数が 3のときは、箱 Aの黒石を 2個取り
出して箱 Bに入れ、箱 Bの白石 3個を取り出して箱 A
に入れる。 
その結果、右の図のように、箱 A の石の個数は黒石

4 個と白石 3 個の合計 7 個、箱 B の石の個数は黒石 2
個と白石 5個の合計 7個となる。 

8㎝

5㎝

6㎝

A

BC

D

P

Q
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問 1 次の計算をしなさい。 
(ｱ) ( )26 −−−  (ｲ) ( )7429 −×+  
 
 

(ｳ) 
4
1

7
3
+−  (ｴ) baba 232 36 ÷  

 
 

(ｵ) 
9

42
3

2 +
−

+ xx
 (ｶ) 27

3
12

+  

 
 

(ｷ) ( ) ( )( )421 2 −+−+ xxx  

 
 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 162 2 −−x  を因数分解しなさい。 

 
 
 
(ｳ) 関数 2xy −=  について、xの変域が ax≦≦3− のとき、yの変域が by≦≦16− である。

このとき、 a ,bの値を求めなさい。 
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問 3 右の図において、曲線①は関数
2xy = のグラフで

あり、曲線②は関数
2axy = のグラフである。 

 点 A は曲線①上にあり、その x座標は 3 である。
点 Bは x軸上にあり、線分 ABは y軸に平行で、点 C

は曲線②と線分 ABとの交点である。 
 また、点 D は曲線①上にあり、線分 AD は x軸に
平行である。直線 CDの傾きは 1− であり、点 Eは直
線 CDと x軸との交点である。 
 原点を Oとするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 曲線②の式 2axy = のaの値を求めなさい。 
 
(ｲ) 三角形 ACDと三角形 BDEの面積の比を最も簡

単な整数の比で表しなさい。 
 
 

問 4 1から 6の番号の書かれた 6個の箱を、番号の小さい順に左から一列に並べ、それぞれの箱に玉
を 1 個ずつ入れておく。大、小つのさいころを同時に 1 回投げ、出た目の数によって、次の①，②
の操作を順に行うことにする。 
① 大きいさいころの出た目と同じ番号の箱と、それより右にあるすべての箱に、新たに玉を 1 個

ずつ入れる。 
② 小さいさいころの出た目と同じ番号の箱と、それより右にあるすべての箱から玉を 1 個ずつ取

り出す。 
(例) 
はじめに、それぞれの箱に玉を 1個ずつ入れておく。

 
大きいさいころの出た目の数が 2、小さいさいころの
出た目の数が 4のときは、次のようになる。 
 
番号が 2 の箱と、それより右にあるすべての箱に、

新たに玉を 1個ずつ入れる。 
 
 
次に、番号が 4 の箱と、それより右にあるすべての
箱から玉を 1個ずつ取り出す。 

1 32 4 5 6

1 32 4 5 6

1 32 4 5 6

 
 いま、それぞれの箱に玉を 1個ずつ入れておき、大、小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき、
次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 大きいさいころの目が 5 で、小さいさいころの目が 4 のとき、6 個の箱に入っている玉は合計

何個になるか、その数を求めなさい。 
 
(ｲ) 番号が 4の箱に玉が 2個入っている確率を求めなさい。 
 
(ｳ) 6個の箱に入っている玉の個数の合計が、4個以下となる確率を求めなさい。 

A

B

C

D

① ②y

x
O E
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問 5 同じ大きさの立方体の積み木を、次のような手順で積み重ねる作業をする。 
【手順①】最初に 1 段目として、真上から見て正方形の周の部分だけ積み木を並べたあと、その内

側にそってもう 1周並べ、例の(図 1)のように 2周になるようにする。ただし、最初に並べ
る正方形の周の部分の 1辺の積み木の個数は、4個以上とする。 

【手順②】次に、例の(図 2)のように、【手順①】で並べたすべての積み木の上に、最初に並べた正方
形の周の部分の 1辺の積み木の個数と等しい段数となるように積み木を積み重ねる。 

7個

7段7個

(図2)(図1)

 このような手順で、積み木を積み重ねる作業をするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 【手順①】で最初に並べる正方形の周の部分の 1辺の積み木の個数を 6個とするとき、【手順①】，

【手順②】によって使われる積み木の総数はいくつになるか。その数を求めなさい。 
 
 
(ｲ) 792個の積み木を使うと、【手順①】，【手順②】によってちょうど過不足なく積み重ねることが

できた。【手順①】で最初に並べた正方形の周の部分の 1辺の積み木の個数はいくつか、その数
を求めなさい。 
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問 7 右の図は 1辺の長さが 6㎝の正四面体 ABCDの展開図である。 
3点 P,Q,Rは、それぞれ正四面体の辺 AC,DA,DB上の点であり、AP：PC＝DQ：QA＝DR：RB＝2：1

である。 
このとき、この展開図からつくられる正四面体について、次の問いに答えなさい。 

(ｱ) この正四面体 ABCDにおいて、2点 A,R間の距離を求めなさい。 
 
(ｲ) 3点 P,Q,Rを通る平面でこの正四面体 ABCDを切り、2つの立体に分けるとき、切り口のすべ

ての辺を、解答用紙にある展開図に書き入れなさい。ただし、解答用紙の辺上の印「・」は、そ

れぞれの辺を 3等分する点を示している。 
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問 1 次の計算をしなさい。 

(ｱ) 57 +−  (ｲ) ( )8643 −×−  (ｳ) 
9
5

2
1
−  

 
 

(ｴ) 223 412 abba ÷  (ｵ) 
3

12
6

35 +
−

− xx
 (ｶ) 8

2
12

−  

 
 

(ｷ) ( )( ) ( )2211 −−−+ xxx  

 
 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 623 2 +−− xx  を因数分解しなさい。 

 
 
 
 
 
(ｳ) 次の連立方程式を解きなさい。 

 
⎩
⎨
⎧

=−
=−

543
432

yx
yx

 

 
 
 
 
 
(ｵ) 関数 2axy =  について、xの値が 1から 4まで増加するときの変化の割合が 15− であった。こ

のとき、aの値を求めなさい。 
 

Free
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問 3 右の図において、直線①は関数 5+= xy のグ

ラフであり、曲線②は関数
2axy = のグラフであ

る。点 Aは直線①と y軸との交点である。点 Bは

直線①と曲線②との交点で、その x座標は 2− で

ある。 
また、点 Cは曲線②上の点で、線分 BCは x軸と
平行である。点 Dは x軸上にあり、線分 CDは y
軸と平行である。 
さらに、点 Eは直線 ADと線分 BCとの交点であ
る。原点を Oとするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 曲線②の式 2axy = のaの値を求めなさい。 
 
 
(ｲ) 直線 ADの式を nmxy += とするとき、m , nの値を求めなさい。 

 
 
(ｳ) 三角形 ABEと三角形 CDEの面積の比を最も簡単な正数の比で表しなさい。 
 
 

問 4 大、小 2つのさいころを同時に 1回投げ、出た目の数によって、次の①から③の手順で整数をつく
ることにする。 

① 小さいさいころの出た目の数を一の位の数字とする。 
② 大きいさいころの出た目の数を十の位の数字とする。 
③ 大きいさいころと小さいさいころの出た目の数の和を求め、和が 9以下のときは、その数を百

の位の数字とする。また、和が 10 以上のときは、和の十の位の数を千の位の数字に、一の位
の数を百の位の数字とする。 

(例) 
小さいさいころの出た目の数が 4，大きいさいころの出た目の数が 6のとき 

 一の位の数字は 4、10の位の数字は 6となる。 

 さらに 2つのさいころの出た目の数の和が 10なので、千の位の数字は 1、百の位の数字は 0となる。 

 この結果、4けたの整数 1064がつくられる。 

いま、大、小 2つのさいころを同時に 1回投げ、整数をつくるとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) つくられる整数が、4けたの整数となる確率を求めなさい。 
 
 
(ｲ) つくられる整数が、600以上の偶数となる確率を求めなさい。 
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学力検査の過去問題 2000年 2月実施  ―49― 

問 5 右の図のように、Aから水を流し入れ、B,C,Dの 3か所か
ら水を流し出す装置がある。 
 この装置は、水の流れを 2 つに分ける弁①,②,③と、各弁に
つけられた黒と白の 2つの水道管からなっており、弁①の黒と
白の水道管はそれぞれ弁②と弁③につながっている。 
 Aは弁①への入り口であり、Bは弁②の黒の水道管の出口、
C は弁②の白の水道管と弁③の黒の水道管をあわせた出口、そ
して、Dは弁③の白の水道管の出口である。 
 すべての弁には 0 から 10 までの目盛りのついたダイヤルが

あり、目盛りを xにすると、弁に入ってきた水の
10
x
だけを黒

の水道管に流し出し、残りの水を白の水道管に流し出す。 
 いま、Aから 2000 lm の水を流し入れるとき、次の問いに答

えなさい。 
(ｱ) すべ他の弁のダイヤルの目盛りを 5にするとき、Bから流れ出る水の量を求めなさい。 
 
 
(ｲ) すべての弁のダイヤルを同じにして、C から流れ出る水の量が 640 lm となるようにしたい。この

ようになるダイヤルの目盛りをすべて求めなさい。 
 
 
 
 

問 6 右の図は、辺 ADと辺 BCが平行で、∠ABCが直角の台形であり、
AD＝1㎝、BC＝2㎝、CD＝4㎝である。 
 この台形を、辺 AB を軸として 1 回転させてできる立体について、
次の問いに答えなさい。ただし、円周率はπとする。 
(ｱ) この立体の体積を求めなさい。 
 
 
(ｲ) この立体の側面積を求めなさい。 
 
 
 

弁①

弁② 弁③

B C D

A

4㎝

2㎝

1㎝

A

B C

D

Free
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問 1 次の計算をしなさい。 

(ｱ) 63−−  (ｲ) ( )5324 −×+  (ｳ) 
7
2

5
1
−  

 
 

(ｴ) abab 515 3 ÷  (ｵ) 
2

3
8

36 +
−

+ xx
 (ｶ) 

3
2112 +  

 
 

(ｷ) ( ) ( )23 2 +−+ xxx  

 
 
 

問 2 次の問いに答えなさい。 

(ｱ) ( ) 41 2 −+x  を因数分解しなさい。 

 
 
 
(ｳ) 関数 23xy −=  について、 xの変域が 12 ≦≦ x−  のとき、 yの変域は bya ≦≦  で

ある。a，bの値を求めなさい。 
 
 
 
 
(ｴ) 右の図のような、半径 6㎝、中心角 30°のおうぎ形 OAB

がある。このおうぎ形 OAB から三角形 OAB を取り除
いた部分(図の黒くぬられた部分)の面積を求めなさい。
ただし、円周率はπとする。 
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問 3 右の図において、曲線①は関数 2xy = のグラフで

あり、曲線②は関数
2axy = のグラフである。 

 2点 A，Bはともに曲線①上の点で、点 Bの x座標
は 2− であり、線分 AB は x軸と平行である。点 Cは
線分 ABと y軸との交点である。点 Dは線分 ABと曲

線②との交点で、 DCBD = である。 
 また、点 Eは x軸上にあり、線分 AEは y軸に平行
である。原点を Oとするとき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 曲線②の式 2axy = のaの値を求めなさい。 
 
(ｲ) 直線 DEの式を nmxy += とするとき、m，nの

値を求めなさい。 
 
(ｳ) 線分 OAと直線 DEとの交点を Fとするとき、三

角形 ADFと三角形 OAEの面積の比を最も簡単な正数の比で表しなさい。 
 
 

問 4 右の図のように、円周を 2等分した目盛りがついた円盤があり、目
盛りの 1つを 0とする。0以外の目盛りは、0の右どなりの目盛りから
右まわりに順に 1，2，3，4，5とし、0の左どなりの目盛りから左まわ
りに順に 1，2，3，4，5とする。また、円盤の中心に対して 0と反対側
の目盛りは 6とする。 
 さらに、この円盤の中心には同じ長さの黒い針と白い針が 1つずつ付
いており、その先はともに 0をさしている。また、黒い針は右まわりに
６の目盛りまで、白い針は左まわりに6の目盛りまで回すことができる。 
 大、小 2つのさいころを同時に 1回投げ、出た目の数によって、次の①，②の操作を順に行い、2つ
の針のつくる角をはかることにする。 
① 大きいさいころの出た目の数と同じ目盛りまで、黒い針を右まわしに回す。 
① 小さいさいころの出た目の数と同じ目盛りまで、白い針を左まわしに回す。 
【例】 
 大きいさいころの出た目の数が 2、小さいさいころの出た目の
数が 5のとき、 
① 黒い針を右まわしに 2まで回す。 
② 白い針を左まわしに 5まで回す。 
 この結果、右の図のようになり、2 つの針のつくる小さい方の
角は 150°となる。 

 

いま、2 つの針の先がともに 0 をさしている状態で、大、小 2 つのさいころを同時に 1 回投げるとき、
次の問いに答えなさい。 
(ｱ) 2つの針がつくる角が、180°となる確率を求めなさい。 
 
(ｲ) 2つの針のつくる小さい方の角が、30°以上 120°以下となる確率を求めなさい。 
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問 5 右の図のように AB＝60 ㎝，AD＝80 ㎝の長方形
ABCDがある。 
いま、点 Pが毎秒 5㎝の速さで、線分 ACを Aから C
に向かって動く。 
点Pから辺AD，辺BCにそれぞれ垂線をひき、辺AD，
辺 BCとの交点をそれぞれ E，Fとする。さらに、点 P
から辺 AB，辺 DC にそれぞれ垂線をひき、辺 AB，辺
DCとの交点をそれぞれ G，Hとする。このとき、次の
問いに答えなさい。 
(ｱ) 点 Pが Aを出発してから 10秒後の、長方形 AGPE

と長方形 PFCHの面積の和を求めなさい。 
 
 
(ｲ) 長方形 AGPEと長方形 PFCHの面積の和が 3000㎝ 2となるのは、点 Pが Aを出発してから何秒

後と何秒後かを求めなさい。 
 
 
 
 
 

問6 右の図は、1辺の長さが 8㎝の正方形ABCD
を底辺とし、すべて合同な二等辺三角形を側面

とする四角すいを、底面から高さ 6 ㎝のところ
で底面に平行な平面で切り、2 つに分けられた
立体のうちの、頂点 Aを含む方の立体である。 
 切り口の正方形EFGHの 1辺の長さが 4㎝の
とき、次の問いに答えなさい。 
(ｱ) もとの四角すいの体積を求めなさい。 
 
 
 
(ｲ) 2点 A，G間の距離を求めなさい。 
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